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長洞集落仮設住宅完成！入居間近！ 
前号で紹介した仮設市街地研究会の代表ほか２名が長洞元気村の住宅再建・地域復興のための情報収集並びに

調査・支援に入りました。長洞の仮設住宅に集会所（談話室）を作るためにご尽力いただいた功労者でもありま

すので、集会所を拠点とした活動を市建設課の許可を受けてお願いしました。以前は、小袖公民館・黄川田一郎

宅・黄川田幸男宅などにお願いしていたものです。ご理解をお願いいたします。 

「長洞集落は、その熱意により集落内に集落民のための仮設住宅（集落）ができる希有な事例であり、集落民

が一体になって集落振興・住宅再建を検討することは、陸前高田市のみならず、東日本大震災の被災地の集落復

興のモデルとなることが期待される。」というので、市の推薦を受けて平成２３年度「住まい・まちづくり担い

手事業」に応募しています。大学の研究室やコンサルタント等の活動をしている人のアドバイスを受けながら進

めなければならない事業で、仮設市街地研究会の方々がそれに当たることとなっています。 

市建設課では家電製品など生活必需品を準備している段階です、入居間近で皆さんも落ち着かない状況のなか

恐縮ですが、よろしくお願いいたします。入居決定の通知がこないので不安な方もいるようですが、「長洞地区

仮設住宅に長洞地区対策本部をと

おして申し込んだ方は安心してく

ださい。」と市の建設部長に言われ

たので報告します。 

 

アゴラというのは広場という意

味だそうです。６月２６日(日)夜１

０時からこの地球アゴラという

番組が放送されました。世界の

仮設住宅や復興の事例を紹介

し東日本大震災の現場と結ぶと

いった企画で、その現場に長洞が選ばれ根平別家の居間とＮＨＫのスタジオがつながり、副会長の村上

誠二が出演しました。世界に目を向けるとさまざまな取り組みや事例があり、今後の復興活動に大きな

示唆を与えてくれる意味深い番組でした。台湾の寥（りょう）さんの取り組みは長洞の復興の道しるべ

になりはしないだろうか。そう思わせるエコツーリズムの実践です。７月１８日頃長洞元気村に来たいと

言っているという情報もあります。その時は歓迎したいと思いますのでよろしくお願いいたします。番

組は、司会が中野さん（モデル・５ケ国語が話せる・大学で首席・秀才です）とＮＨＫアナウンサーの首藤さ

んでした。個人的には楽しく参加できたので良かったのですが、放送終了後、飲まずにはいられず、村

上義男さんとスタッフの瀬戸山さんと３人で・・・・結局飲みすぎました。朝の９時ごろに妻の電話で起こさ

れ、大目玉。すでに義男さんは出勤していて・・・・奥様の手作りの朝食をいただきながら、ＮＨＫの瀬戸山

さんに飲みすぎた最後どうなったと恐る恐る聞いてみる。・・・・・・二人のヨウコさんへ、ごめんなさい。 

  
 またまたさくらんぼ保育園から野菜が届きました。１７日の開村

式の時に安く提供しようと考えています。売り上げは集会所の電気

料などの経費に充てることとし、各家庭から集めなくてもいいよう

にしたいと考えています。したがいまして、ご協力をお願いいたし

ます。各家庭で売りに出す野菜などについては生産者に還元される

ようにしたいと思っています。売る人も買う人もいないと困るので

積極的な参加とご協力をお願いいたします。詳細は後日連絡いたし

ます。入居後相談会を開催します。出席お願いいたします。 

長洞元気村ニュース 


